京都市立○○小学校○年○組（男子○○名女子○○名計○○名）体育科指導案

（平成○○年○○月○○日～○○月○○日　６時間計画　体育館）　　　　　　　　指導者　○○　○○

１．単元　　　マットあそび

２．運動の特性

（1）  一般的特性

　　  　　マットの上で、いろいろな回り方に挑戦したり、その回り方のできばえをよくすることに挑戦したりして楽しむ運動である。

（2）  子どもの実態

· 体育については、全員が「好き」と答えている。

· マットあそびについては○○名が「好き、楽しい」と答えている。

· ○名の子が「嫌い、楽しくない」と答えている。

· 好きな理由は、「どんどん挑戦できる」「新しい回り方ができたときうれしい」「回っているときが楽しい」「続けて回ることが楽しい」などである。

· できるようになった回り方がよりきれいに回れたり、着地を決めたりできるとうれしいと感じる児童もいる。

· みんなで仲良く学習を進めることができると楽しいと考えている児童が多い。

· 嫌いな理由は、「なかなかうまくできない」「できる回り方が少ない」などである。

（3） 子どもから見た特性

　　　・できる回り方で、続けて回ることに挑戦したり，新しい回り方に挑戦したりしてできるようになることが楽しい運動である。　

・回る瞬間や着地をきめたときの気持ちよさを感じることが楽しい運動である。

・挑戦しようとする回り方が比較的容易に獲得できるような工夫した場や資料などが用意され、できなかった回り方ができるようになると楽しい運動になる。

　　　・できなかった回り方ができるようになると楽しい運動になる。　　

・友達とお互いに励ましあったり，認め合ったり，教えあったりして，協力して活動でき

ると楽しい運動である。

　・安全に気をつけて挑戦できると，楽しい運動である。

３．学習のねらいとみちすじ

（1） 学習のねらい

自分のできる回り方を連続することに挑戦したり，少しがんばればできそうな回り方に挑戦したりして楽しむ。

　（２）学習のみちすじ

　　　　ねらい①　今できる回り方で，連続して調子よく回ることに挑戦する。

　　　　ねらい②　前転、後転、開脚前転、開脚後転、側転、ロンダード、とび前転、伸膝後転、前方倒立回転の中から少しがんばればできそうな回り方に挑戦する。

　

（３）単元計画　

	１時間目
	２時間目
	３時間目
	４時間目
	⑤時間目
	６時間目
	

	はじめ


	ねらい①
	

	
	
	
	
	

	ねらい①
	ねらい②
	
	

	
	
	まとめ
	



	
	学　習　の　ね　ら　い　と　活　動
	指導・支援
	評価

	はじ

め

35

分

　　


　　　　

な

か

10

分

・

45

分

×

４

・

30

分



ま

と

め

15分
	· 学習のねらいとみちすじを知り，学習の見通しをもつ。

· 安全に行うための約束について知る。

（待つ場所・安全確認・合図）

· 場作りの仕方を知り，生活グループで場作りをする。

· 体ならしの方法を知る。

· できる回り方を確かめる。

· 学習カードの使い方を知る。

　

ねらい①の活動をする。

○ねらい①の学習の仕方について知る。

・場の使い方を知る。　　　　　　　　
＜生活グループで

活動する＞　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

・前転の連続

・後転の連続

・開脚前転の連続

・開脚後転の連続

・側転の連続

・とび前転の連続

・伸膝後転の連続

・とぎれずに、まっす

ぐ回る。
	· 場の準備がしやすいように体育館の床にテープで印をつけておく。

· 場の安全を確かめる。

· できたかどうかの基準を分かりやすくするために教師の示範を見せる。

· 学習の進め方が分かっているか観察し,分かっていない子どもには学習カードを示しながら説明する。

· 合図や場の安全に気をつけて活動しているか観察し、必要に応じて安全確認の大切さを知らせる。

· 自分のめあてをしっかりもっているか観察し,もちにくい子どもには一緒に学習カードを見てめあてを確かめる。

· めあてとする回り方がうまくできない子どもには個に応じて補助したり,一緒に考えたり,友だちの演示を見るよう助言したりする。

· 学習しやすいような雰囲気を作ることが大切であることに気付くように場面を捉えて助言する。

· 練習の場の意味を教える。

· 友だちとの励まし合い,認め合い,教え合いを大切にして,共に学び合う集団に育つよう指導者が積極的に関わる。

· 「できた」「できなかった」の結果だけでなく，自分が頑張ったことに目を向け、そのことの大切さに気付くようにする。
	関・友だちと協力して準備しようとする。（観察）

思・できる回り方で挑戦している。（観察、学習　　　　　　　　　　　　　　　カード）

思・調子よく連続するためのポイントや単技のできばえを工夫している。（観察、学習カード）

思・学習資料や練習の場をうまく活用し練習の仕方を工夫している。（観察、学習カード）

技・２～３種類の回り方ができる。（観察）


６．本時のねらい

　　　自分のできる回り方で連続して調子よく回ることに挑戦したり，少しがんばればできそうな回り方に挑戦したりして楽しむ。

７．本時の学習活動と指導・支援の展開（第５時）
	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価

	はじめ５分
	· 生活グループで場作りをする。

· 体ならしをする。

· じぶんのめあてを確認する。

＜活動例＞

・前転の連続

・後転の連続

・開脚前転の連続

・開脚後転の連続

・側転の連続

・とび前転の連続

＜活動例＞

・後転　　　　坂の場，みぞの場，

・開脚前転　　坂の場，長いすの場

・開脚後転

　坂の場，みぞの場，長いすの場

・側転　　　川とびの場，ゴムの場

・ロンダード　ゴムの場

・とび前転　　

ウレタンの場，ロールマットの場

・伸膝後転　　坂の場


	· 場の安全を確かめる。

· 体ならしをしっかり行っているか観察する。

· ○児，○児にめあてを確かめるようにする。
· ねらい①で後転に挑戦する○児にとぎれず回るイメージをもてるよう友だちの演示を見せる。

· ねらい①で前転に挑戦する○児にとぎれず回れるようかかとをおしりに近づけて立つよう助言する。

· ねらい①で側転に挑戦する子どもには両手両足を大きく振り上げるよう助言する。

· ねらい②でロンダードに挑戦する子どもには両手両足を大きく振り上げるよう助言する。

· ロンダードができるようになった子どもにはとび前転，とび前転ができるようになった子どもには伸膝後転に挑戦するとよいことを知らせる。

· ねらい②で後転に挑戦する○児，○児を支援する。


	技・

できる回り方でまっすぐ調子よく回ることができる。（観察）

思・

学習資料や練習の場をうまく活用し練習仕方を工夫している。（観察，学習カード）

	な

か

35

分
	
	
	

	まとめ５分
	· 本時の学習をふりかえる。

· 工夫してできたことやうれしかったこと

· 友だちと一緒にしてうれしかったこと

· 後片付けをする。


	· 自分が工夫し，努力することや，友だちと励ましあったり，教えあったりすることの大切さに気付けるようにする。
	








○ねらい②の学習の仕方について知る。


・場の作り方と使い方を知る。


・指導者の示範を見て回り方のイメージをもつ。


・学習カードの使い方を知る。


＜場別グループで活動する＞


＜活動例＞


・前転　　　　坂の場


・後転　　　　坂の場，みぞの場，


・開脚前転　　坂の場，長いすの場


・開脚後転


　坂の場，みぞの場，長いすの場


・側転　　　川とびの場，ゴムの場


・ロンダード　ゴムの場


・とび前転　　


ウレタンの場，ロールマットの場


・伸膝後転　　坂の場


・前方倒立回転　　　　


　ウレタンの場，ロールマットの場　　　　　　　　　　　





ねらい②の活動をする。





学習カードを見ながら単元を振り返り,次のことをまとめ交流する。


めあてを達成するために工夫したり、努力したりしたこと


友だちと協力して活動したこと











５．学習活動と指導・支援の展開（４５分×６）





ねらい①の活動をする。





ねらい②の活動をする。








